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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第１四半期
連結累計期間

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

売上高 (千円) 485,341

経常利益 (千円) 174

親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) △538

四半期包括利益 (千円) △538

純資産額 (千円) 358,195

総資産額 (千円) 1,255,683

１株当たり四半期純損失(△) (円) △0.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) ―

自己資本比率 (％) 28.5

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり、

期中平均株価が把握できないため、また、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４．当社は、2021年４月23日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純損失を算定しております。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間の我が国経済は、新型コロナウイルスの感染が世界的に拡大し、終息の目途が見通せ

ない中、企業業績への甚大な影響を及ぼし、先行きの不透明な状況が続くものと見込まれます。当社グループの属

する情報サービス産業は、人手不足が優先課題となる企業が経営効率化や生産性向上のための次なる一手として、

人手によるアナログ業務を自動化するトレンドは今後も継続し、ＩＴ投資も増加傾向が続くと予想しております。

このような状況の中、当社グループは様々な「ソフトウェア」を作る技術にフォーカスし、顧客企業と共に新た

な価値を生み出すことで、顧客企業の国際的競争力を向上させることをミッションとし、手作業中心のソフトウェ

ア開発が抱える多くの問題を、ソフトウェアの自動生成技術の一つであるローコード技術と、それらを活用するた

めのアジャイル手法を活用することで、ソフトウェア開発の生産性を大幅に向上させる事業をＤＸ事業として展開

しております。当社グループのＤＸ事業は、ローコード開発やAPIインテグレーションを活用した業務アプリケーシ

ョンの受託開発、IT戦略の策定支援や業務プロセス分析等を行うITシステム導入コンサルティング等のサービスの

提供（以下、プロフェッショナルサービス）とプロフェッショナルサービスで使用するローコード開発やAPIインテ

グレーションに関連するソフトウェア販売（以下、ソフトウェアライセンス販売）で構成されており、堅調なIT投

資需要のもと新規受注を拡大するとともに、当社グループの主力製品であるOutSystemsにMarkLogicを組み合わせた

提案を行うことで案件規模の拡大を図って参りました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は485,341千円、営業利益は323千円、経常利益は174千

円、親会社株主に帰属する四半期純損失は538千円なりました。

なお、セグメントの業績につきましては、当社グループは、ＤＸ事業の単一セグメントのため、記載を省略して

おります。

(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産はライセンス販売の増加に伴うサブスクリプション料の支払により前払費用が増加した一方、売掛金

の回収が進んだことにより、前連結会計年度末に比べ23,274千円減少し、1,050,565千円となりました。固定資産

は、ソフトウェアの増加により前連結会計年度末に比べ6,092千円増加し、205,118千円となりました。これらの

結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ17,181千円減少し、1,255,683千円となりました。

（負債）

流動負債は、買掛金が減少したものの、ライセンス販売の増加に伴い前受収益が増加し、前連結会計年度末に

比べ16,700千円増加し、682,863千円となりました。固定負債は、借入金の返済により前連結会計年度末に比べ

33,687千円減少し、214,624千円となりました。

（純資産）

親会社株主に帰属する四半期純損失538千円を計上したこと等により、純資産合計は前連結会計年度末に比べ

538千円減少し、358,195千円となりました。これにより、自己資本比率は28.5％となりました。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありま

せん。

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は2,844千円であります。
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３ 【経営上の重要な契約等】

契約会社名
相手先の

名称
相手方の
所在地

契約品名
契約
締結日

契約期間 契約内容

Workato.
Inc.

Workato

215 Castro
St.,Suite
300,Mountain
View,CA 94041

Workato販売
代理店契約

2020年４月28日 契約日より１年 販売代理店契約
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,000,000

Ａ種優先株式 300,000

Ｂ種優先株式 200,000

Ｃ種優先株式 300,000

計 1,800,000

(注) １．2021年２月24日開催の臨時株主総会決議により、2021年２月24日付で発行可能株式総数を2,500,000株増加

し、4,300,000株とする定款変更が行われております。

２．2021年３月16日開催の臨時株主総会決議により、2021年３月16日付で種類株式を廃止とする定款変更が行わ

れております。

３．2021年４月６日開催の取締役会決議により、2021年４月23日付で株式分割に伴う定款変更が行われ、発行可

能株式総数は4,300,000株増加し、8,600,000株となっております。

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年５月25日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 330,000 2,749,946 非上場

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準株式であります。また、
１単元の株式数は100株でありま
す。

Ａ種優先株式 300,000 ― 非上場

完全議決権株式であり、残余財
産の分配等において優先的な定
めが設けられている株式であり
ます。また、１単元の株式数は
100株であります。

Ｂ種優先株式 130,000 ― 非上場

完全議決権株式であり、残余財
産の分配等において優先的な定
めが設けられている株式であり
ます。また、１単元の株式数は
100株であります。

Ｃ種優先株式 265,000 ― 非上場

完全議決権株式であり、残余財
産の分配等において優先的な定
めが設けられている株式であり
ます。また、１単元の株式数は
100株であります。

計 1,025,000 2,749,946 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年４月１日～
2020年６月30日

―

普通株式
330,000

Ａ種優先株式
300,000

Ｂ種優先株式
130,000

Ｃ種優先株式
265,000

― 188,750 ― 179,750

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)

普通株式
330,000

Ａ種優先株式
300,000

Ｂ種優先株式
130,000

Ｃ種優先株式
265,000

普通株式
3,300

Ａ種優先株式
3,000

Ｂ種優先株式
1,300

Ｃ種優先株式
2,650

―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 1,025,000 ― ―

総株主の議決権 ― 10,250 ―

② 【自己株式等】

2020年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間

（2020年４月１日から2020年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 590,205

売掛金 170,029

仕掛品 8,931

　 前払費用 278,562

その他 2,836

流動資産合計 1,050,565

固定資産

有形固定資産 102,216

無形固定資産 16,912

投資その他の資産

投資その他の資産 88,546

　 貸倒引当金 △2,557

投資その他の資産合計 85,989

固定資産合計 205,118

資産合計 1,255,683
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 79,195

　 １年内返済予定の長期借入金 133,332

未払法人税等 2,001

前受収益 426,988

　 その他 41,347

流動負債合計 682,863

固定負債

　 長期借入金 174,998

資産除去債務 33,919

その他 5,707

固定負債合計 214,624

負債合計 897,488

純資産の部

株主資本

資本金 188,750

資本剰余金 179,750

利益剰余金 △10,608

株主資本合計 357,891

新株予約権 303

純資産合計 358,195

負債純資産合計 1,255,683
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

売上高 485,341

売上原価 360,762

売上総利益 124,579

販売費及び一般管理費 124,256

営業利益 323

営業外収益

為替差益 476

営業外収益合計 476

営業外費用

　 支払利息 625

営業外費用合計 625

経常利益 174

税金等調整前四半期純利益 174

法人税、住民税及び事業税 322

法人税等調整額 390

法人税等合計 713

四半期純損失(△) △538

親会社株主に帰属する四半期純損失(△) △538
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

四半期純損失(△) △538

四半期包括利益 △538

(内訳)

親会社株主に係る四半期包括利益 △538
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【注記事項】

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

新型コロナウイルス感染症拡大による影響については、今後の広がり方や収束時期等を正確に予測すること

は困難な状況にありますが、現時点で同感染症による当社グループの事業に与える影響は限定的であることか

ら、当社グループの事業への影響は軽微であると仮定して会計上の見積りを行っております。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は不確定要素が多く収束状況によっては、将来に

おいて連結財務諸表に重要な影響を与える可能性があります。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

減価償却費 3,734千円

(株主資本等関係)

当第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１ 配当金支払額

該当事項はありません。

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年６月30日）

当社グループの事業セグメントは、ＤＸ事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情

報の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

１株当たり四半期純損失(△) △0円26銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円) △538

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)(千円)

△538

普通株式の期中平均株式数(株) 2,050,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要

―

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であ

り、期中平均株価が把握できないため、また、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

２．当社は、2021年４月23日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純損失を算定しております。
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(重要な後発事象)

（優先株式の取得及び消却）

　当社は、2021年３月４日付で、Ａ種優先株主、Ｂ種優先株主及びＣ種優先株主の株式取得請求権の行使を受けたこ

とにより、全てのＡ種優先株式、Ｂ種優先株式及びＣ種優先株式を自己株式として取得し、対価として当該Ａ種優先

株主、Ｂ種優先株主及びＣ種優先株主にＡ種優先株式及びＢ種優先株式１株につき普通株式１株、Ｃ種優先株式１株

につき普通株式1.19株を交付しております。また、2021年３月５日開催の取締役会決議により、同月５日付で当該Ａ

種優先株式、Ｂ種優先株式及びＣ種優先株式の全てを消却しております。

（１）取得株式数

　Ａ種優先株式 300,000株

　Ｂ種優先株式 130,000株

　Ｃ種優先株式 265,000株

（２）交換により交付した普通株式数 745,473株

（３）交付後の発行済普通株式数 1,075,473株

（新株予約権の行使）

　当社が発行いたしました第１回新株予約権及び第２回新株予約権につき2021年３月16日に以下のとおり行使されて

おります。

① 第１回新株予約権

行使新株予約権個数 200個

交付株式数 200,000株

行使価額総額 10,000千円

未行使新株予約権個数 ―個

増加する発行済株式数 200,000株

資本金増加額 5,000千円

資本準備金増加額 5,000千円

② 第２回新株予約権

行使新株予約権個数 995個

交付株式数 99,500株

行使価額総額 24,875千円

未行使新株予約権個数 1,215個

増加する発行済株式数 99,500株

資本金増加額 12,437千円

資本準備金増加額 12,437千円

（株式分割）

当社は、2021年４月６日開催の取締役会決議に基づき、2021年４月23日付をもって株式分割を行っております。

１．株式分割の目的

当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図ることを目的として株式分割を実施いたします。

２．株式分割の概要

（1）分割方法

2021年４月22日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有株式数を、普通株式１株につき２株の割合

をもって分割しております。

（2）分割により増加する株式数
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株式分割前の発行済株式総数（株） 1,374,973

今回の分割により増加する株式数（株） 1,374,973

株式分割後の発行済株式総数（株） 2,749,946

株式分割後の発行可能株式総数（株） 8,600,000

なお、2021年４月６日開催の取締役会決議により、定款の変更を行い、発行可能株式総数は4,300,000株増加

し、8,600,000株となっております。

（3）株式分割の効力発生日

2021年４月23日

（4）１株当たり情報に与える影響

「１株当たり情報」は、当該株式分割が当連結会計年度の期首に行われたものと仮定して算出しておりま

すが、これによる影響については、当該箇所に記載しております。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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